
2024 新潟大学（文系）前期日程  問題 

 －1－ 

１                             解答解説のページへ 
座標平面の原点を O とする。座標平面上の直線 2 2 3y x  を 1l とし, 直線

3y x を 2l とする。また, 1l と x 軸の交点を A とし, 1l と 2l の交点を B とする。次

の問いに答えよ。 
(1) 点 A と点 B の座標を求めよ。 
(2) △OAB の重心の座標を求めよ。 
(3) △OAB の内接円の中心の座標と半径を求めよ。 
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２                             解答解説のページへ 
A が直角である直角三角形 ABC がある。 AB 1



, AC 2


である。正の数 s, 
t に対して, 線分 AB, BC, CA を :s t の比に内分する点をそれぞれ D, E, F とする。

ABb 
 

, ACc 
 

とおいたとき, 次の問いに答えよ。 
(1) DE



, EF


をb


, c


および s, t を用いて表せ。 
(2) DE



とEF


が垂直となるような s
t の値をすべて求めよ。 

(3) 8 9s t≦ であるとき, CD


とEF


は垂直にならないことを示せ。 
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３                             解答解説のページへ 
座標平面の原点を O とし, 3 点A( 2, 0 ) , B( cos , sin )θ θ , C(3cos3 , 3sin3 )θ θ

をとる。ただし, 20 3
πθ≦ ≦ とする。次の問いに答えよ。 

(1) 2AB と 2BC を cosθ を用いて表せ。 
(2) 20 3

πθ≦ ≦ のとき, 2 2AB BC の最大値と最小値を求めよ。また, そのときの

点 B の座標を求めよ。 
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４                             解答解説のページへ 

正の数 a, b に対して,  
2

0
(2 )

a
S x b dx  , 2

0
(2 )

a
T x b dx  とおく。次の

問いに答えよ。 
(1) S, T を a, b を用いて表せ。 
(2) b a で0 1a＜ ≦ のとき, T S

a
 の最大値を求めよ。 

(3) 0 1a＜ ≦ のとき, S T が成り立つことを示せ。 
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１                              問題のページへ 
(1) 1 : 2 2 3l y x  ……①, 2 : 3l y x ……②に対し, 1l と x

軸の交点 A は, ①から0 2 2 3x  より 3 6
42 2

x   とな

り,  6A , 04 である。 

また, 1l と 2l の交点 B は, ①②から 2 2 3 3x x   となり,  

(2 2 3 ) 3x  , 3 2 6 3
52 2 3

x  


 

そして, 2 6 3 6 2 3 33 5 5y     から,  2 6 3 6 2 3 3B ,5 5
  である。 

(2) △OAB の重心をG( , )x y とおくと,  

 6 2 6 3 13 6 121
3 4 5 60x     , 6 2 3 3 2 2 31

3 5 5y      

これより,  13 6 12 2 2 3G ,60 5
  である。 

(3) △OAB の内接円の半径を r とすると, 内心 I は I( , )p r とおくことができる。 

ここで, 点 I は AOB の二等分線上, かつ BAO の二等分線上にあることから, 
1 : 2 2 3 0l x y   , 2 : 3 0l x y  と変形して,  

3
3 1
p r r




………③, 2 2 3
8 1

p r r 



………④ 

さて, I( , )p r は 1l と 2l の下側にあることより, 2 2 3r p  , 3r p  

すると, ③は 3 2p r r  となり, 3p r ………⑤ 
④は 2 2 3 3p r r    となり, 2 2 3 4p r   ………⑥ 
⑤⑥より, 2 6 3 4r r   から, (2 6 4 ) 3r  となり,  

3 3 2 2 3
42 6 4

r  


, 3 2 2 3 3 6 63 4 4p      

これより,  3 6 6 3 2 2 3I ,4 4
  である。 

 
［解 説］ 

内接円を題材にした点と直線の基本題です。ただ, 数値計算はやや面倒です。 
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２                              問題のページへ 
(1) ABb 

 

, ACc 
 

とおいたとき, 1b 


, 2c 


 

また, A 90  から, 0b c 
 

 
このとき, 線分 AB, BC, CA を :s t の比に内分する点を

それぞれ D, E, F とすると,  

DE AE AD 
   tb sc sb t s sb cs t s t s t s t

    
   

 



 

 

EF AF AE 
   tb sctc t t sb cs t s t s t s t

    
   

 



 

 

(2) DE


⊥EF


より, DE EF 0 
 

となり, (1)から,  
1 1{( ) } { ( ) } 0t s b sc tb t s cs t s t      
 

   

 

すると, 2 2( ) 1 ( ) 2 0t t s s t s       となり, 2 24 5 0s st t    から,  

 24 5 1 0s s
t t    ,   1 4 1 0s s

t t     

これより, 11, 4
s
t  となる。 

(3) CD AD AC 
   1 { ( ) }sb c sb s t cs t s t    

 



  

となり, 8 9s t≦ のとき,  

1 1CD EF { ( ) } { ( ) }sb s t c tb t s cs t s t       
 

     

 

   2 2 2 2
2

1 { 1 ( ) 2 }
( )

st t s
s t

     


2 2
2

1 (4 4 )
( )

s st t
s t

  


 

      
2 2

2 4 4
( )

t s s
t ts t

  


     2 2 6514 8 16
t s

s t t  


 

ここで, su t とおくと, 90 8
s
t＜ ≦ から 90 8u＜ ≦ となる。 

さらに,  2 651( ) 4 8 16u u  f とおくと, 2
1CD EF ( )

( 1)
u

u
 


f

 

となり,  

   91 ( )8 8uf f f≦ ≦ , 65 1( )16 16u f≦ ≦  

すると, 90 8u＜ ≦ において ( ) 0u f なので, これよりCD EF 0 
 

からCD


と

EF


は垂直にならない。 
 
［解 説］ 

平面ベクトルと三角形について, 基本事項を確認する問題です。 
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３                              問題のページへ 
(1) A( 2, 0 ) , B( cos , sin )θ θ , C(3cos3 , 3sin3 )θ θ に対して,  

2 2 2AB ( cos 2) sin 1 4cos 4 5 4cosθ θ θ θ         
2 2 2BC (3cos3 cos ) (3sin3 sin )θ θ θ θ     

  9 6( cos3 cos sin3 sin ) 1θ θ θ θ    10 6cos(3 )θ θ    
  2 210 6cos2 10 6(2cos 1) 16 12cosθ θ θ        

(2) 20 3
πθ≦ ≦ において 1 cos 12 θ ≦ ≦ であり, (1)から,  

2 2 2 2AB BC (5 4cos ) (16 12cos ) 12cos 4cos 21θ θ θ θ         

      2 64112 cos 6 3θ    

すると, 1cos 6θ  のとき 2 2AB BC は最大値 64
3 をとる。このとき 35sin 6θ 

から点 B の座標は  351B ,6 6 である。 

また, cos 1θ  のとき 2 2AB BC は最小値13をとる。このとき sin 0θ  から点

B の座標はB(1, 0 ) である。 

 
［解 説］ 

三角関数の計算問題です。複雑な式変形もありません。 
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４                              問題のページへ 

(1)      
2 22

00
(2 )

a aS x b dx x bx    2 2( )a ab  4 3 2 22a a b a b    

2 2 2

0 0
(2 ) (4 4 )

a a
T x b dx x bx b dx      3 2 2

0
4 23

a
x bx b x       

 3 2 24 23 a a b ab    

(2) b a のとき, 4 4 4 42 4S a a a a    , 3 3 3 3134 23 3T a a a a    となり,  

2 313 43
T S a aa

    

ここで, 0 1a＜ ≦ において, 2 313( ) 43a a a f とおくと,  

226( ) 123a a a  f 2 (13 18 )3 a a   

これより, ( )af は増減が右表のようになり, 

最大値は,  

     213 13 13 13418 18 3 18  f 2197
2916  

したがって, T S
a
 の最大値は 2197

2916 である。 

(3) 0 1a＜ ≦ において,  

 2 2 3 2 24 2 ( 2 )3
T S a ab b a a b aba

        

  2 2 2 34(1 ) 2( ) 3a b a a b a a       

(i)  1a  のとき 4 11 03 3
T S

a
      

(ii) 0 1a  のとき 1 0a  となり,  
2 2 2 34(1 )( ) (1 ) 3

T S a b a a a a aa
        2 21(1 )( ) 03a b a a      

(i)(ii)より, 0T S
a
  となり, S T が成り立つ。 

 
［解 説］ 

微積分の総合問題です。計算は平易です。(3)は a と b の次数を比べて, 小さい方の

b について整理しました。 
 

a 0 … 
13
18  … 1 

( )af  0 ＋ 0 －  
( )af         
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